
  

 

 

 

 

 

 

 

会長(C P)中山 迅一テーマ： 地域での活動を広めよう Let' s spread the activities in the community 
 

国際会⻑(IP)K. C. Samuel (India) 
Theme: Into the next 100 Years with FELLOWSHIP & IMPACT (フェローシップとインパクトで次の 100 年へ) 

アジア太平洋地域会⻑(AP)Shen Chi-Ming(Taiwan) 
Theme: Elegantly Change with New Era 「 新しい時代とともに、エレガントに変化を」  

⻄⽇本区理事(RD)主題・スローガン：⽥上 正(熊本むさし) 
テーマ：原点を知り将来に⽣かす Know the origin and utilize it in the future! 

六甲部部⻑(DG)若林成幸(宝塚) 
テーマ：困難な時にこそYMCAと共に進もう“Letʼs proceed with YMCA in difficult times” 

 
12月強調活動 CE(Christian Emphasis) &H(ヒストリー) 

「それぞれの賜物を授かっているのですから、神のさまざまな恵みの良い管理者として、その賜物を⽣
かして互いに仕えなさい。」ペトロの⼿紙Ⅰ 4-10 タレントを⽣かして社会の必要に応えましょう。 

福永 君⼆ クリスチャニティー委員⻑（⽶⼦クラブ） 
ワイズメンズクラブ国際協会は、創設 100 年となりました。『先⼈に思いをはせるとともに、 
新たなヒストリーを築いていきましょう。』   濱⽥ 勉 ヒストリアン（奈良クラブ） 
 

 
  

 

  
 
 

 
 
 

 

  

 

 
 
 

 

 

 
 

 

 

 

2022―2023 年度クラブ役員 

 

【会長】中山迅一【副会長】大野 勉【直前会長・書記】宮内伸浩【会計】水野雄二【監事】丹羽和子【担当主事】松田道子 

 

Chartered May 8, 1988 

神戸ポートワイズメンズクラブ 

〒650-0001 神戸市中央区加納町 2-7-11 

神戸 YMCA 内 

Tel 078-241-7201 

Fax 078-241-7479 
 

第 1 例会第 4 水曜日 18：30-20：20 

第 2 例会第 1 木曜日 19：00-20：30 

第 420 号 

2022 年 12 月 

＜2022 年 12 ⽉の聖句＞           マタイによる福⾳書 2 章 4‐6 節 
王は⺠の祭司⻑たちや律法学者たちを皆集めて、メシア(救い主)はどこに⽣まれることになっているのかと問いただした。 
彼らは⾔った。「ユダヤのベツレヘムです。預⾔者がこう書いています。『ユダの地、ベツレヘムよ、お前はユダの指導者た
ちの中で 決していちばん⼩さいものではない。お前から指導者が現れ、わたしの⺠イスラエルの牧者となるからである』」 

 

＜12 月第１例会＞ 
彼の地の戦争には、クリスマス休戦もワールドカップ休戦もない
のでしょうか。ただただ祈るばかりの 12 ⽉となりました。せめ
て、クリスマスを世界中の⼈々とお祝いしましょう！ 
ZOOM 会議室：ID:846 0891 4755、 PC:880508 

＜記＞ 
・⽇時：12 ⽉ 16 ⽇(⾦)午後 6 時 30 分〜９時 00 分 
・場所：神⼾ YMCA 三宮会館＆ZOOM 会議室 

＆CAFÉ&BAR まどゐ 
・ドライバー：⼤野勉ﾜｲｽﾞ・園⽥将⼈ﾜｲｽﾞ 
・第 1 部：特養オリンピアとの合同クリスマス会 

聖句：⼭⼝光ﾁｬﾌﾟﾚﾝ 
神⼾ポートクラブから影絵と歌のプレゼント 

 第２部：「CAFÉ&BAR まどゐ」にて懇親会 
・諸連絡、YMCA報告 
・今⽉のお誕⽣⽇、ニコニコ 
・閉会点鐘：中⼭迅⼀会⻑ 

＜11⽉出席状況＞ 
出席率：89.5％(出席数)17/19(出席率対象会員数) 

＜今後の主な予定＞ 
＜12 ⽉第１例会＞クリスマス例会 
12 ⽉ 16 ⽇(⾦) 午後６時半〜９時 
＜１⽉第２例会＞１⽉５⽇(⽊)オンライン 
＜1 ⽉第１例会＞新年例会 
1 ⽉ 25 ⽇(⽔)18:30-20:00 神⼾ YMCAチャペル 
『⾳楽を楽しもう』⼤久保有記さん(ピアノと歌) 
＜２⽉第２例会＞ 
２⽉２⽇(⽊) 19:00-20:20 オンライン 
＜東⻄⽇本区交流会＞ 
２⽉４⽇(⼟)・５⽇(⽇)ANA クラウンプラザ神⼾ 

HAPPY BIRTHDAY ! 
 ３⽇：⼭⽥貴⼦ﾒﾈｯﾄ 24 ⽇：⼭⽥滋⼰ﾜｲｽﾞ 

 

＜2022-2023年度のファンド・累計＞ 
            11⽉        累計 
ニコニコ       3,000円     19,200円 
物品販売           6,000円        6,000円 
じゃがいも             0円            0円 
新⽟ねぎ               0円            0円 
合  計                         25,200円 
 



  

会⻑メッセージ   「まなびと」近況報告       会⻑ 中⼭ 迅⼀ 
まなびとでは、やりたいことが⾒つかるまでの「待ち時間」をテーマに、やりたいことが無くてもそこに
居ていい居場所と多様な価値観や⽣き⽅との出会いを、⼦どもや外国⼈、⼤学⽣と共に創っています。 

2014 年から活動を始め、これまで私たちが創る場に来ていただいた⼈たちに対して関わりを持ってきまし
た。ですが、コロナがきっかけでオンラインの事業が始まり、私たちが創る場の外側に、関わりを必要とし
ている⼈たちが沢⼭いるのだということを知りました。 
コロナが落ち着きつつある今でも、やはり地域には⼈との関わりを必要としている⼈たちがいます。もと

もと、⼈は⼈と関わり⽣きていく必要がある中で、今はコロナの⽖痕も重なって、より⼈と⼈との関わりが
⽣まれにくくなっています。 

そんな現状に対して、まなびとでは⾃分たちの事業所を⾶び出して地域の⼈たちと関わりに⾏こうとする
「アウトリーチ」の事業を強化していこうとしています。その⼀つで、外国⼈留学⽣向けの⽀援事業を今年
度からスタートさせました。先⽇、その事業のキックオフワークショップとして地域の⽇本語学校や⾏政、
他団体の⽅にもお越しいただき、これから地域で⽇本⼈と外国⼈の多様な関わりを増やしていくために何が
出来るかという意⾒交換を⾏いました。そのワークショップには、当事者である留学⽣が数名来てくださっ
ており、実際の体験談なども交えながら、どんな⽀援が効果的なのか、求められているのかという話を聞か
せてくれました。他の参加者からも、当事者がいてくれることで議論が前に進みやすい、具体的な地に⾜の
着いた活動を考えられた、という声をいただきました。改めて、これからの地域は誰か⼀⼈の⼒ではなく、
皆で共に知恵を出し合って創っていくものであるということを感じられた⼀⽇となりました。 

この場に来てくださった留学⽣も、普段はまなびとの活動に参加してくれている留学⽣です。普段からの
関わりがあるからこそ、こういう場が創れたということを考えると、これからも⽇常の中で居場所を創って
いく⼤切さ、そしてそういう居場所を持っているからこそ、まなびとだからこそ出来ることがあり、それに
挑戦していく必要があるということを知ることが出来た⽇でもありました。 
これから更に多くの関わりを⽣み出していくまなびとを⾒守っていただけたら嬉しいです。 
 

＜今月の聖句について＞ 

イエス様がお⽣まれになったとされるベツレヘムのその場
所には、4 世紀に聖誕教会が建てられました。現在、その
教会はパレスチナ⾃治区にあるため、⾃由な往来が規制さ
れていますが、クリスマスだけは開放され世界中から⼈々
が訪れることができ、そのにぎやかな様⼦が毎年テレビで
報道されています。マタイによる福⾳書ではベツレヘムに
ついて「お前は決して⼀番⼩さなものではない。」と書い
てありますが、元になる旧約聖書の預⾔者の⾔葉では「ユ
ダの中でいと⼩さき者。」とあるほど貧しい所でした。そ
れが変えられているのです。今もなお、⼩さいより⼤きい
⽅が良いために争いが収まりません。そんな私たちの所に
イエス様は最も⼩さな⾚ちゃんの姿で来られ、⼩さな飼い
葉桶に寝かされたと、聖書は告げているのです。そのこと
こそがクリスマスではないでしょうか。  
クリスマスおめでとうございます    丹⽻和⼦ 

 ＜11 ⽉第１例会報告＞ 
・⽇時: 2022 年11 ⽉30 ⽇（⽔）18:30〜20:00 
・場所: 神⼾YMCA 三宮会館＆ZOOM 
・出席者:メン：井上,⼤野智恵､⼤野勉,⼩⽥、北島、幸⽥、
郡、⽥代、中⼭、松⽥、⽔野、宮内、宮野、⼭⽥各ﾜｲｽ  ゙

  ゲスト：⽶⽥倫康さん(講師)、住本⼀礼さん、住本陽⼦
さん、⾺場陽⼦さん、オンダバ⾹織さん、永⽥律⼦さん、

永⽥恵さん、横⼭真⼦さん、藤原幸⼆さん、藤原ゆかりさ
ん、松森正樹さん 
 ビジター：清⽔弘⼀、⻘⽊真理恵(⽯巻広域)⽯津雅⼈
（⼤阪センテニアル）、井出富光⼦・⼭本洋⼦・原伸⾏・
（神⼾）、⽥辺征⼀(神⼾学園都市)、櫻井浩⾏・櫻井啓⼦
（東京むかで）各ﾜｲｽﾞ・ﾒﾈｯﾄ ※ zoom で出席 
 17÷19名(出席率対象会員数)=89.5％ 
･内容:卓話⽶⽥倫康（のりやす）さん（市⺠の⼈権擁護の 

会⽇本⽀部代表世話役）「９割以上の⼈が知らない精神科
診断や治療の現実」 

・ドライバー＆記録：北島伸三ﾜｲｽ  ゙
⽶⽥倫康さんは、「市⺠の⼈権擁護の会⽇本⽀部代表世話
役」を務めています。この仕事に就いたきっかけは、⼩さ
い時から⼈の役に⽴ちたい気持ちがあったので、⼤学は将
来科学者になれば⼈の役に⽴てるだろうという漠然な気持
ちで⼯学部を選んだ。そんな学⽣時代に不登校の⼦どもた
ちに接する機会があった。⼦どもたちが学校に⾏かない、
⾏けないことには理由があり、それがいじめや教員の問題
など、むしろ本⼈よりも周囲に問題があることもあるの
に、学校に⾏かないというだけで異常とみなされ、精神科
に連れて⾏かれ、曖昧な診断を下されたり、効き⽬のない
薬を飲まされている実態を⽬の当たりにした。社会の⽭盾
が個⼈の病気、脳の問題にすり替えられ、その⼦の責任に
されている構図に気付いた。これはとんでもなく⼤きな問



  

題と気付き、これに取り組むことこそがより多くの⼈々の
役に⽴てるだろうと考えたことがこの仕事に就いたきっか
けだと講話後本⼈から聞きました。 
講話で印象に残ったのは、精神科医の診断基準はあいまい
で⾮科学的なものだということ。また、精神の異常は脳の
異常で起こると⾔われてきたが、今現在脳の異常で精神の
病気が発症することは認められていないということ。 
1999 年に新しいタイプの抗うつ薬の販売が開始され、それ
に伴ってうつ病キャンペーンが展開された。これを機に精
神科で使われる薬（向精神薬）の売り上げや、精神科を標
榜するクリニック、精神科医の数などが軒並み増え、患者
も増えた。またそれとは別に、2004 年発達障害者⽀援法が
成⽴し発達障害と診断される⼦どもたちの数が激増した。 
本来医療が進歩し精神の異常が科学的に解明されたのなら
患者は減るはずなのだが、反⽐例して増加していることは
異常な社会全体の構図にあると⽶⽥⽒は熱く語ってくれま
した。まだまだ、⾔い尽くせない思いもあったとお⾒受け
いたしましたが…。 
題名にあるように、まさに9割以上の⼈が知らない精神科
診断や治療の実現を知り、⽬からうろこが落ちた参加者も
多かったと推察いたします。 
 最後に私的なことを申しますが、⽶⽥⽒は私の甥で⼩さ
い時から正義感が強かったと記憶しています。彼が数多く
のデータを⽰しながら分かりやすく丁寧に語る姿をみてド
ライバーの⽴場を超えて感慨に浸ることができました。
（北島伸三） 

 

 
＜12 ⽉第２例会記録＞ 

1.⽇時:2022 年12 ⽉1 ⽇(⽊)19:00-20:20 
2.場所:ZOOM⾃宅[遠隔] 
3.出席者:⼤野勉,⼤野智,北島,幸⽥,中⼭,丹⽻,松⽥,⽔野 

宮内,⼭⽥ 10名 

4.内容: 
(1)11 ⽉第1例会 
(2)11 ⽉度活動報告 
・11/3(⽊)六甲部役員会(ZOOM) 
 ⼤野智、⼤野勉：六甲部会に向けて準備。事業報告も。 
・各部部会 

12 ⽇六甲部部会：11/12(⼟)10:30-16:00 ＠宝塚ホテル 
 （午後）井上、⽔野、松⽥、幸⽥、園⽥、北島 
（フル）⼤野智、⼤野勉、⼭⽥ 

・11/19(⼟)⼤阪泉北クラブ40周年：⼤野、⼭⽥、 
京都ブラッククラブチャーターナイト：⼤野 

・11/23(⽔・祝)神⼾YMCAチャリティーラン 
 井上、⽔野、松⽥、⼤野智、⼤野勉、⽥代 
  協賛⾦：2万円（クラブ） 
 参加者151名 

3.5km：15名、1.2km ラン：30名、1.2km ｳｫｰｷﾝｸﾞ 106名 
 
・じゃがいもファンド：各メンバー配達 
 総量535箱×10kg 

神⼾YMCA に15箱、神⼾真⽣塾に5箱寄付分含む 
・11 ⽉⾷⽀援運営補助 ⼤野智恵、⼤野勉、丹⽻参加 
・国際協⼒募⾦ 例会の席上で1万円の募⾦。 
(3)12-2 ⽉のクラブ例会 
・12 ⽉16 ⽇(⾦)：クリスマス例会：特養オリンピアへ歌

を届ける18:30〜(教室：ZOOM)準備の為18 時に集合。 
丹⽻さん主導による影絵＆合唱（後⽇歌はお知らせ） 
くさぶえの合唱（録画を送る） 
祝会：「まどゐ」にて4,000円（持込OK） 
現地参加：⼭⽥、⼤野智恵、北島、⼤野勉、⽔野、松⽥ 

        中⼭、丹⽻、幸⽥、⽥代、⼩⽥ 
・使⽤済み切⼿：各⾃カットし、1 ⽉例会に持参。 
・12 ⽉17 ⽇(⼟)DBC交流 
 午前：ハーバーランド周辺（アンパンマンミュージア
ム、神⼾港） 

・1 ⽉第2 例会:1/5 (⽊) 19:00-20:20 オンライン 
・1 ⽉第1例会: 1/25（⽔）18:30-20:00 新年例会 
『⾳楽を楽しもう』⼤久保有記さん(ピアノと歌) 
この⽇はハイブリッドでなくリアル会場のみで⾏う。 
懇親会：予算5000円ぐらいで検討。 

・2 ⽉第2 例会: 2/2 (⽊) 19:00-20:20 オンライン 
・2 ⽉第1例会: 2/22（⽔）18:30-20:00 
 メンバー卓話：北島・幸⽥・⽥代各ワイズ  
(4)今後の予定､他クラブ例会等 
・12/3(⼟)ＹＭＣＡ⾷料⾐類⽀援 
・ＹＭＣＡ街頭募⾦ 
 12 ⽉11 ⽇(⽇)14 時〜15 時⼤丸前 
・12/5(⽉)六甲部役員会 
・1/28(⼟) 六甲部絵本プロジェクト贈呈式 
・各部新年例会 クラブでまとめて出⽋報告、 

宮内ﾜｲｽﾞ取りまとめ） 
・1 ⽉14 ⽇(⼟)中⻄部 14:00-16:20 ⼟佐堀YMCA 

 参加申込締切12/17（⼟）会費5,000円 
・2/4(⼟)〜5(⽇) 東⻄交流会（クラブまとめて出⽋報告 

⼤野勉ﾜｲｽﾞ取りまとめ） 
ANA クラウンプラザホテル神⼾ 登録費20,000円 



  

 参加申込締切1/20（⾦） 
マーシャルスタッフ（案内、おもてなし）募集 
⼭⽥、⼤野智恵、⼤野勉予定 

・2/25（⼟）関⻄ワイズビジネス交流会 17:00- 
 ホテルクライトン新⼤阪会費6,000円 
・3/10〜12 ワイズ100周年を祝う会（台湾・台北） 
 ⼤野智恵・勉、北島、 
・⽯巻訪問：⼭⽥、園⽥、3 ⽉10〜12 ⽇予定。 
(5)協議課題 
・チャリティーコンサート：被災地⽀援のチャリティーコ
ンサートを、今年はウクライナ⽀援に焦点を当てる。 
4 ⽉22 ⽇（⼟）14 時〜16 時＠神⼾聖愛教会 
内容：リコーダーアンサンブル、合唱 
PHD 事務局⻑坂⻄さんにウクライナのことに関してお話し
していただく。 
⽯巻広域クラブとの交流をどうするかは今後検討。（⼤野
勉ﾜｲｽﾞ主導） 
⼈数に関しては聖愛教会とも確認して決める。（⼤野智恵ﾜ
ｲｽﾞ主導。去年は100名） 
1 ⽉からチケット販売予定 
・次期会⻑予定：北島伸三ﾜｲｽﾞ、事業主査は中⼭ﾜｲｽﾞ。 
(6)諸連絡 
・1 ⽉13 ⽇〜16 ⽇ 

フィリピンマカティYMCA を訪問予定。 
・1 ⽉28 ⽇ 絵本贈呈式の⽇に⻄⽇本区の沖縄で新しいク
ラブが出来るので訪問予定。 
・会計（⽔野）より。年会費後期分を12 ⽉か1 ⽉に納⼊ 
 
＜会員投稿＞ 

柿狩りに明⽇⾹（奈良）を訪ねる  ⼩⽥ 浩 
10 ⽉24 ⽇(⽉)、柿の⽊オーナーの⼤野勉・智恵ﾜｲｽﾞの⾞
に同乗し、朝の渋滞で混む阪神⾼速神⼾線、湾岸線他を通
り抜け、⽣駒、奈良の⼭並みを遠望し、県境の峠を越えて
奈良県に⼊ると、穏やかな街並みの中、稲刈りも終わり、
⽥圃には天⽇⼲しのための稲⽴てや常緑の中にも紅葉⻩葉
も⾒られた好機でもあった。 
 初めての柿狩り。驚いたことに、柿の⽊は精々背丈２m
程で、枝を横に5~6m程這わせ、枝の太さは10〜15cm も
あり、その枝から芽⽣える新芽の枝に柿の実が付く様⼦。 
柿の⽊は終⽇陽の差し
当たる⼩⾼い斜⾯にあ
り、枝は密集せず、古
⽊の枝には苔がつくも
のもあり、⾵情を感
じ、斜⾯は⽯ころもあ
る適度な粘⼟質で、成
⻑期には保⽔・補⽔の
役⽬、熟成期には⽔分はそう要らず、という条件に適う
（らしい）。汗をかくほどに⽇差しに当たりながら、1 時
間半程で⼤きなケース4箱いっぱい450個位の収穫を終え
た。（平年より粒は⼩さいとのことですが、ずっしりと重
さがあり、数は平年並みとのことです。畑の管理⼈談） 

 当地は、歴史の趣を感じられる古寺や古仏がある観光ス
ポット。収穫後は眼前に⽯舞台古墳、その前⽅には柿の⽊
のある⼩⾼い斜⾯に向き昼⾷。道の駅に寄り、⼣⽇に彩ら
れる六甲の⼭、空を⾒ながら帰途に着いた⼀⽇であった。  

神⼾ YMCA レポート/ニュース 
１．インターナショナル・チャリティーラン実施報告 
  11 ⽉23 ⽇、第24回⽬とな

る神⼾YMCAチャリティーラ
ンを神⼾市北区しあわせの村で
開催いたしました。⾬の中でし
たが、当⽇はのべ150名の参
加があり、⼦どもたちをはじめ
多くの皆さんの笑顔に出会えま
した。準備から実施当⽇までワイズメンズクラブ、会
員、職員等様々な⽅に関わっていただけましたこと、誠
に嬉しく存じます。⾬の中での実施でしたが、お⼀⼈お
ひとりのご協⼒ご理解により終えられましたこと、ここ
ろより感謝申しあげます。 
２．じゃがいも配布報告 
  今年も神⼾ポートクラブの皆様からご寄贈いただいた
じゃがいもを専⾨学校の学⽣に配布させていただきまし
た。学⽣たちからは『とても美味
しく、⾷卓がゆたかになりまし
た』『いつもありがとうございま
す』と笑声の報告を受けておりま
す。神⼾の地で⽇本語を学ぶ外国
⼈学⽣たちのことを覚え、お⽀え
いただいておりますこと真にあり
がとうございます。 
（３）冬のイベント予定 
  ⑴ わたしたちの難⺠問題／オンライン開催 
 難⺠の現状を知り、私たちができることを考えます。 
 開催⽇：12 ⽉14 ⽇（⽔） 19：00〜20：30 
 テーマ：ウクライナ避難⺠⽀援について 
  ※詳細は以下のWEBよりご確認ください。 

https://www.kobeymca.org/data/pdf/20221116.pdf 
⑵ 神⼾YMCAベルクワイアークリスマスコンサート 
恒例のクリスマスコンサートです。アドベントにハンド
ベルをお楽しみくださいませ。 

   ⽇時：2022 年12 ⽉23 ⽇（⾦）18：30開演 
   場所：神⼾YMCA 三宮会館2階チャペル 
   前売りチケット：2,000円（前売りのみとなります） 
 ・チケット希望の⽅は、担当主事までお知らせください 

＜編集後記＞ 
我が家の桜の⽊に残っていた葉っぱが、すべて枯れ落ちま
した。いろいろあった⼀年でした。神⼾ポートでは新しい
動きが芽⽣えてきています。来年に希望をもって、⼀年を
終えたいと思います。1 年間のご協⼒ありがとうございま
した。 Mele Karlkimaka! クリスマスを愛でましょう！ 


